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牛胆汁 に よ る血 漿エ タ ノ ー ル 濃度の 低 下作用
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　 目的　最近私達は、動物胆汁に ラ ッ トの血漿 エ タ ノ
ー

ル 濃度（p ［ErOH ］）の 低下作用があ る

こ と、さらに こ の 作用 に は種属差があ り、牛胆汁 が 豚胆汁より強 い こ とを報告 した
1）。こ の

現象の作用機序は、現在不明確で ある 。 そ こで本研究で は、牛胆汁に よ る p［E10川 の 低 下

作用等の量 一
反応 関係を定量 的に測定 。 解析 し、こ の 現象 の 作用機構を検討 した 。

　方法　16時間絶食 した SD 系雄性 ラ ッ ト（255± 15g）に50− 400  
・
 

一1RW
の 24時間凍結濃

縮牛胆汁（牛胆）の溶液を経 冂投与 し、30分後に 1ザ k9旧1B 、W ．の EtOH を経「1投与 し た。その

後、経時的に p ［Et　OI　1］を   で定量 した。pEtOH の 消失を確認 した後、肝 homogenateを調製

し、mitochondria 内の aldehyde 　dehydrogenase（ALDH ）とcytosol 内の alcohol 　dehydrogenase

（ADH ）の 活性を測定 した。ま た 、剔出した 胃の 内容物量 と胃内EtOH 量を測定 した 。 対照 ラ

ッ トに は牛胆 の かわ りに 当該量の水を投与 した 。 牛胆 の 胆汁酸組成をHPLC で 定量 した。

　結果　  牛胆 の 投・7icよ り、量
一

反応関係に した が っ て p〔EtOI　I］の最大値（Cm。 x ）は低下

し、Cm、． に 達する時間（Tmax）は遅延 した 。　pEtQH の 消失時間は投与量に依存せず、ほぼ
一

定

で あ っ た（約 2ユ7分）。 Cm 、。 値とTm 、 x 値との 間に は、逆比例の 関係が み られ た。  対照 と牛

胆投与群に おけ る p ［EtOI　I］の差が最人 とな る時刻は、EtOH 投与後 15−−25分で あり、投与量

の増加と共に そ の 時間が延長した。ま た 、そ の 差 が み ら れ る の は、EtOH 投与後 120分迄であ

っ た 。   p［EtO田 の みかけ の 消失速度定数は 、 牛胆投与量 に 関係 な く 工．4〜1．5・IO
”2 ・min　

一
］

で あ っ た 。   肝ADH とALDH 比活性は、牛胆の 有無に よ らずほ ぼ
一一定の 値を示 した。  EtOH

投与後 240 − 270分 で は、胃内に 内容物、EtOH 及 び牛胆は検出されなか 一
・ た。  牛胆の胆

汁酸組成は、Cholate：＞ Chenodeoxycholate ＞Deoxycholate ＞Lithochdate ≧ Ursodeoxycholate

の 順 で あった。胆汁酸の 大部分（約 82％）を占め るCh ・ lateの うちtaurine抱合型 、
　glycine抱合

型 、非抱合型 の 割合は、それぞれ 56％、40％、4％で あ っ た。

　結論　牛胆経 口投与に よ る Cm 。 、 値の低下と T
，、，． 値の 遅延 の 両作用に は、量 一・一反応関係が

認め られた。こ れ らの作用は 、 肝の EtOH 代謝酵素活性 の 変動に よ らず、　EtOH の吸収過程の

変動に よ る と推定さ れ る 。 こ の 現象と牛胆成分 との 関係 は、現在検討中で ある 。

　文献　 1）立屋敷かおる、今泉和彦、他 ；和漢医薬学会誌 4、296−297（1987）
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